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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　人間を含む動物の身体内部を撮影するために、２個のレンズを含んで構成されるカプセ
ル内視鏡において、
　マスターイメージセンサー手段と繋がれ、クロックを発生させるクロック発生部と；
　前記２個のレンズの中でいずれか一つにより撮影されたイメージを、エンコードして信
号出力するマスターイメージセンサーと、
　前記マスターイメージセンサーとスレーブイメージセンサー間のフレーム同期と、スレ
ーブイメージセンサー手段の動作を制御するマスター制御部と、
　スレーブ通信部と通信するマスター通信部とを含み、動作選択手段の設定によってマス
ターに設定されて動作するマスターイメージセンサー手段と;
　前記２個のレンズの中で他の一つにより撮影されたイメージを、エンコードして信号出
力するスレーブイメージセンサーと、
　前記マスター制御部の制御によってスレーブイメージセンサーとスレーブ通信部の動作
を制御するスレーブ制御部と、
　マスター通信部と通信するスレーブ通信部とを含み、動作選択手段の設定によってスレ
ーブに設定されて動作するスレーブイメージセンサー手段と;
　マスターイメージセンサー手段とスレーブイメージセンサー手段の中で少なくともいず
れか一つ以上により動作するように設定する動作選択手段と;
　を含み、
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　前記動作選択手段が、
　マスターイメージセンサー手段及びスレーブイメージセンサー手段の中でいずれか一つ
で動作するように設定する手段動作選択部と、
　前記マスターイメージセンサー手段及びスレーブイメージセンサー手段の中でいずれか
一つだけ動作するシングルモードに設定するか、または、同時に動作するデュアルモード
に設定するモード動作選択部とを備える
　ことを特徴とするカプセル内視鏡。
【請求項２】
　前記マスターイメージセンサー手段とスレーブイメージセンサー手段の詳細動作を設定
するための情報を保存するメモリー部を含む
　請求項１に記載のカプセル内視鏡。
【請求項３】
　前記メモリー部に、各ステップ別スリープモード、シングル/デュアルモード、フレー
ムレート、タイマーデュレーション情報を保存し、タイマー部を含んで構成して時間経過
をカウントする
　請求項２に記載のカプセル内視鏡。
【請求項４】
　前記動作選択手段によって、
　マスターイメージセンサー手段に設定される場合には、クロック発生部がグラウンド(G
ND)に繋がれ、スレーブイメージセンサー手段に設定される場合には、クロック発生部が
ブイデ－デ－(VDD)に繋がれる
　請求項１に記載のカプセル内視鏡。
【請求項５】
　前記スレーブイメージセンサー手段が、
　マスターイメージセンサー手段から発生されたクロックを受けるか、または、マスター
イメージセンサー手段と共有してクロックを受ける
　請求項１に記載のカプセル内視鏡。
【請求項６】
　前記モード動作選択部によって、
　シングルモードに設定されば、マスターイメージセンサー手段のクロック出力及び制御
信号出力は、low(０)状態を維持して、スレーブイメージセンサー手段では電力を消耗し
ない
　請求項１に記載のカプセル内視鏡。
【請求項７】
　前記マスターイメージセンサー手段が、
　制御信号及びクロック信号だけでスレーブイメージセンサー手段の動作を制御し、電力
消耗を最小化させる
　請求項１に記載のカプセル内視鏡。
【請求項８】
　前記メモリー部が、
　デバイスアイディー、イメージ大きさ、動作速度、動作電流、発光ダイオード明るさ情
報を保存し、
　前記マスターイメージセンサーとスレーブイメージセンサーによって出力されるイメー
ジデータを、受信装置へ出力させるイメージデータ送信手段を含む
　請求項２に記載のカプセル内視鏡。
【請求項９】
　前記イメージデータ送信手段が、
　イメージフレームデータの前に情報データ(Information Data)ラインを追加して、マス
ターイメージセンサーとスレーブイメージセンサーの出力を分類する
　請求項８に記載のカプセル内視鏡。
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【請求項１０】
　前記情報データ(Information Data) ラインに、
　Device(Sensor) ID、Frame Counter、Frame Rate、LED on timeの情報が含まれる
　請求項９に記載のカプセル内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、デュアルモード動作が可能なカプセル内視鏡用イメージセンサーに関する。
詳しくは、人体内を撮影するために、等しく設計及び製作された２個のイメージセンサー
を利用してマスター(Master)とスレーブ(Slave)で設定して２個のチップが連係動作する
デュアルモード(dual mode)動作が可能なカプセル内視鏡用イメージセンサーに関する。
【背景技術】
【０００２】
　人体内部の多様な医学的情報中の一つである映像情報を収集するために使われる装置及
び方法が広く知られているし、このような装置は一般的な有線内視鏡から最近カプセルタ
イプの内視鏡が開発されて医療現場で多くの疾病たちを診断するのに使われている。
【０００３】
　前記カプセルタイプの内視鏡、すなわち、カプセル内視鏡は錠剤のように患者がのむだ
けで内視鏡のカメラで捕捉された人体内消化器官の映像データが外部の受信装置に送信さ
れてモニターでこれを再現することができる。
【０００４】
　人体内の各消化器官は、その特性によって、攝取物の移動速度と動きがそれぞれ異なり
、特に食道のように、移動速度が速いか、または、大腸のように、広い所では、逃す部分
(missing parts)なしに映像情報を獲得するのが容易ではない。
【０００５】
　このような問題点を解決するために、高速の撮影と共に偏方向(１個のイメージセンサ
ー使用)だけでイメージを撮影したことを補って、両方向(２個のイメージセンサー使用)
で被検体イメージを撮影することができる感知素子を具備した両方向撮影カプセル内視鏡
が開発されている。
【０００６】
　前記両方向撮影カプセル内視鏡のために、単純に高速撮影で動作するイメージセンサー
を２個使ったら、カプセル内視鏡の電力消耗が２倍で増加するようになり、この場合には
バッテリーの特性によって動作時間が急激に減る問題が発生してイメージセンサーはカプ
セル内視鏡の全体電力消耗の大部分を占めるから、イメージセンサーの消耗電流増加はカ
プセル内視鏡が本来意図した目標臓器の撮影を完了することができない問題が発生した。
【０００７】
　また、２種(マスターとスレーブ)動作方式のイメージセンサーを設計及び製作するか、
または動作を制御するための制御機が加えられなければならないという問題点があった。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　そこで、本発明は、前記のような従来の問題を鑑み、両方向撮影カプセル内視鏡のため
に２個のイメージセンサーの内部回路の動作を交替で遮断することによって、低電力で連
係動作するデュアルモード用イメージセンサーを提供することを課題とする。
【０００９】
　本発明の他の目的は、２個のイメージセンサーが連係動作及び制御する信号を最小限に
して等しく設計及び製作されたイメージセンサーの動作をプログラミング可能になるよう
にすることによって、マスターとスレーブイメージセンサーの動作設定はもちろん特定時
間の間にイメージセンサーの動作速度を変更することができるカプセル内視鏡用イメージ
センサーの提供にある。
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【００１０】
　本発明のまた他の目的は、２個のイメージセンサーの動作をプログラミング可能になる
ようにして、特定時間の間に１個のイメージセンサーのみを動作(single mode)するか、
または、２個のイメージセンサー皆電力供給を遮断するスリープモード(sleep mode)手段
を含むタイマー動作機能を持つカプセル内視鏡用イメージセンサーの提供にある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記課題を解決するために、本発明の一実施例によるデュアルモード動作が可能なカプ
セル内視鏡用イメージセンサーは、
【００１２】
　人間を含む動物の身体内部を撮影するために構成される２個のレンズと;
【００１３】
　等しく設計及び製作された２個のイメージセンサーと;を含んで構成されて２個のイメ
ージセンサーの中でマスターとスレーブ動作設定が可能なカプセル内視鏡用イメージセン
サーにおいて、
【００１４】
　前記２個のイメージセンサーの中でマスターに設定されて動作するマスターイメージセ
ンサー手段と;
【００１５】
　前記２個のイメージセンサーの中でスレーブに設定されて動作するスレーブイメージセ
ンサー手段と;を含んで構成される。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明のデュアルモード動作が可能なカプセル内視鏡用イメージセンサーによると、両
方向撮影カプセル内視鏡のために２個のイメージセンサーの内部回路の動作を交替で遮断
することによって、低電力で連係動作することができてカプセル内視鏡が本来意図した目
標臓器の撮影を完了することができる。
【００１７】
　また、２個のイメージセンサーが連係動作及び制御する信号を最小限にして等しく設計
及び製作されたイメージセンサーの動作をプログラミング可能になるようにすることによ
って、マスターとスレーブセンサーの動作設定はもちろん特定時間の間に動作速度を変更
することができる低電力で長期間動作することができるメカニズムを提供することができ
る。
【００１８】
　さらに、２個のイメージセンサーの動作をプログラミング可能になるようにして特定時
間の間に１個のイメージセンサーのみを動作(single mode)するか、または、２個のイメ
ージセンサー皆電力供給を遮断するスリープモード(sleep mode)手段を含むタイマー動作
機能を提供することによって、遠隔地(または身体外部)でカプセル制御装置なしに目的に
よって決まった時間によって撮影速度及び動作を制御することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の一実施例によるデュアルモード動作が可能なカプセル内視鏡用イメージ
センサーのブロック図
【図２】本発明の一実施例によるデュアルモード動作が可能なカプセル内視鏡用イメージ
センサーのデュアルモード動作例を現わした説明図
【図３】本発明の一実施例によるデュアルモード動作が可能なカプセル内視鏡用イメージ
センサーの動作を示す説明図
【図４】本発明の一実施例によるデュアルモード動作が可能なカプセル内視鏡用イメージ
センサーのメモリー部を利用したプログラミングの例を現わした表
【図５】本発明の一実施例によるデュアルモード動作が可能なカプセル内視鏡用イメージ
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センサーのデュアルモード動作イメージセンサーの概略的な出力データ構造を現わした説
明図
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　前記課題を果たすための本発明の一実施例によるデュアルモード動作が可能なカプセル
内視鏡用イメージセンサーは、
【００２１】
　人間を含む動物の身体内部を撮影するために構成される２個のレンズを含んで構成され
るカプセル内視鏡用イメージセンサーにおいて、
【００２２】
　マスターイメージセンサー手段と繋がれ、クロックを発生させるクロック発生部と; 
【００２３】
　前記２個のレンズの中でいずれか一つにより撮影されたイメージをエンコードして信号
出力するマスターイメージセンサーと、
【００２４】
　前記マスターイメージセンサーとスレーブイメージセンサー間のフレーム同期とスレー
ブイメージセンサー手段の動作を制御するためのマスター制御部と、
　スレーブ通信部と通信するためのマスター通信部とを含んで構成されるマスターイメー
ジセンサー手段と;
【００２５】
　前記２個のレンズの中で他の一つにより撮影されたイメージをエンコードして信号出力
するスレーブイメージセンサーと、
【００２６】
　前記マスター制御部の制御によってスレーブイメージセンサーとスレーブ通信部の動作
を制御するためのスレーブ制御部と、
【００２７】
　マスター通信部と通信するためのスレーブ通信部とを含んで構成されるスレーブイメー
ジセンサー手段と;を含んで構成されることを特徴とする。
【００２８】
　また、本発明の他の一実施例によるデュアルモード動作が可能なカプセル内視鏡用イメ
ージセンサーは、
【００２９】
　人間を含む動物の身体内部を撮影するために構成される２個のレンズを含んで構成され
るカプセル内視鏡用イメージセンサーにおいて、
【００３０】
　マスターイメージセンサー手段と繋がれ、クロックを発生させるクロック発生部と; 
【００３１】
　前記２個のレンズの中でいずれか一つにより撮影されたイメージをエンコードして信号
出力するマスターイメージセンサーと、
【００３２】
　前記マスターイメージセンサーとスレーブイメージセンサー間のフレーム同期とスレー
ブイメージセンサー手段の動作を制御するためのマスター制御部と、
　スレーブ通信部と通信するためのマスター通信部とを含んで構成されるマスターイメー
ジセンサー手段と;
【００３３】
　前記２個のレンズの中で他の一つにより撮影されたイメージをエンコードして信号出力
するスレーブイメージセンサーと、
【００３４】
　前記マスター制御部の制御によってスレーブイメージセンサーとスレーブ通信部の動作
を制御するためのスレーブ制御部と、
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【００３５】
　マスター通信部と通信するためのスレーブ通信部とを含んで構成されるスレーブイメー
ジセンサー手段と;
【００３６】
　マスターイメージセンサー手段とスレーブイメージセンサー手段の中で少なくともいず
れか一つ以上により動作するように設定するための動作選択手段と;を含んで構成される
ことを特徴とする。
【００３７】
　この時、前記動作選択手段は、マスターイメージセンサー手段及びスレーブイメージセ
ンサー手段の中でいずれか一つで動作するように設定するための手段動作選択部と、
【００３８】
　前記マスターイメージセンサー手段及びスレーブイメージセンサー手段の中でいずれか
一つだけ動作するように設定するか、または、同時に動作するように設定するためのモー
ド動作選択部とを含んで構成されることを特徴とする。
【００３９】
　この時、前記マスターイメージセンサー手段とスレーブイメージセンサー手段の詳細動
作を設定するための情報を保存するメモリー部を更に含んで構成されることを特徴とする
。
【００４０】
　この時、前記メモリー部に、各ステップ別スリープモード、シングル/デュアルモード
、フレームレート、タイマーデュレーション情報を保存しているし、タイマー部を更に含
んで構成して時間経過をカウントすることを特徴とする。
【００４１】
　この時、前記動作選択手段によって、マスターイメージセンサー手段に設定される場合
には、グラウンド(GND)に繋がれ、スレーブイメージセンサー手段に設定される場合には
、ブイデ－デ－(VDD)に繋がれることを特徴とする。
【００４２】
　この時、前記スレーブイメージセンサー手段は、マスターイメージセンサー手段から発
生されたクロックを受けるか、または、マスターイメージセンサー手段と共有してクロッ
クを受けることを特徴とする。
【００４３】
　この時、前記モード動作選択部によって、シングルモードに設定されば、マスターイメ
ージセンサー手段のクロック出力及び制御信号出力は、low(０)状態を維持するようにな
ってスレーブイメージセンサー手段では電力を消耗しないことを特徴とする。
【００４４】
　この時、前記マスターイメージセンサー手段は、制御信号及びクロック信号だけでスレ
ーブイメージセンサー手段の動作を制御し、電力消耗を最小化させることを特徴とする。
【００４５】
　本発明のまた他の一実施例によるデュアルモード動作が可能なカプセル内視鏡用イメー
ジセンサーは、
【００４６】
　人間を含む動物の身体内部を撮影するために構成される２個のレンズを含んで構成され
るカプセル内視鏡用イメージセンサーにおいて、
【００４７】
　マスターイメージセンサー手段と繋がれ、クロックを発生させるクロック発生部と; 
【００４８】
　前記２個のレンズの中でいずれか一つにより撮影されたイメージをエンコードして信号
出力するマスターイメージセンサーと、
【００４９】
　前記マスターイメージセンサーとスレーブイメージセンサー間のフレーム同期とスレー
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ブイメージセンサー手段の動作を制御するためのマスター制御部と、
　スレーブ通信部と通信するためのマスター通信部とを含んで構成されるマスターイメー
ジセンサー手段と;
【００５０】
　前記２個のレンズの中で他の一つにより撮影されたイメージをエンコードして信号出力
するスレーブイメージセンサーと、
【００５１】
　前記マスター制御部の制御によってスレーブイメージセンサーとスレーブ通信部の動作
を制御するためのスレーブ制御部と、
【００５２】
　マスター通信部と通信するためのスレーブ通信部とを含んで構成されるスレーブイメー
ジセンサー手段と;
【００５３】
　マスターイメージセンサー手段とスレーブイメージセンサー手段の中で少なくともいず
れか一つ以上により動作するように設定するための動作選択手段と;
【００５４】
　デバイスアイディー、イメージ大きさ、動作速度、動作電流、発光ダイオード明るさ情
報を保存するメモリー部と;
【００５５】
　前記マスターイメージセンサーとスレーブイメージセンサーによって出力されるイメー
ジデータを受信装置へ出力させるイメージデータ送信手段と;を含んで構成されることを
特徴とする。
【００５６】
　この時、前記イメージデータ送信手段は、イメージフレームデータの前に情報データ(I
nformation Data)ラインを追加してマスターイメージセンサーとスレーブイメージセンサ
ーの出力を分類することを特徴とする。
【００５７】
　この時、前記情報データ(Information
Data) ラインには、Device(Sensor) ID、Frame
Counter、Frame Rate、LED on timeの情報が含まれることを特徴とする。
【００５８】
　本発明のまた他の一実施例によるデュアルモード動作が可能なカプセル内視鏡用イメー
ジセンサーは、
【００５９】
　人間を含む動物の身体内部を撮影するために構成される２個のレンズと;等しく設計及
び製作された２個のイメージセンサーと;を含んで構成されて２個のイメージセンサーの
中でマスターとスレーブ動作設定が可能なカプセル内視鏡用イメージセンサーにおいて、
【００６０】
　前記２個のイメージセンサーの中でマスターに設定されて動作するマスターイメージセ
ンサー手段と;
【００６１】
　前記２個のイメージセンサーの中でスレーブに設定されて動作するスレーブイメージセ
ンサー手段と;を含んで構成されることを特徴とする。
【００６２】
　本発明のまた他の一実施例によるデュアルモード動作が可能なカプセル内視鏡用イメー
ジセンサーは、
【００６３】
　カプセル内視鏡用イメージセンサーにおいて、
【００６４】
　マスターイメージセンサー手段とスレーブイメージセンサー手段の中で少なくともいず
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れか一つ以上により動作するように設定するための動作選択手段と; 
【００６５】
　前記動作選択手段の設定によってマスターに設定されて動作するマスターイメージセン
サー手段と;
【００６６】
　前記動作選択手段の設定によってスレーブに設定されて動作するスレーブイメージセン
サー手段と;を含んで構成されることを特徴とする。
【００６７】
　本発明のまた他の一実施例によるデュアルモード動作が可能なカプセル内視鏡用イメー
ジセンサーは、
【００６８】
　カプセル内視鏡用イメージセンサーにおいて、
【００６９】
　マスターイメージセンサー手段とスレーブイメージセンサー手段の中で少なくともいず
れか一つ以上により動作するように設定するための動作選択手段と;
【００７０】
　前記動作選択手段の設定によってマスターに設定されて動作するマスターイメージセン
サー手段と;
【００７１】
　前記動作選択手段の設定によってスレーブに設定されて動作するスレーブイメージセン
サー手段と; 
【００７２】
　前記マスターイメージセンサー手段とスレーブイメージセンサー手段の詳細動作を設定
するための情報を保存するメモリー部と;を含んで構成されることを特徴とする。
【００７３】
　この時、前記マスターイメージセンサー手段は、２個のレンズの中でいずれか一つによ
り撮影されたイメージをエンコードして信号出力するマスターイメージセンサーと、
【００７４】
　前記マスターイメージセンサーとスレーブイメージセンサー間のフレーム同期とスレー
ブイメージセンサー手段の動作を制御するためのマスター制御部を含んで構成されること
を特徴とする。
【００７５】
　この時、付加的な様相による前記マスターイメージセンサー手段は、２個のレンズの中
でいずれか一つにより撮影されたイメージをエンコードして信号出力するマスターイメー
ジセンサーと、
【００７６】
　前記マスターイメージセンサーとスレーブイメージセンサー間のフレーム同期とスレー
ブイメージセンサー手段の動作を制御するためのマスター制御部と、　　　
【００７７】
　スレーブ通信部と通信するためのマスター通信部とを含んで構成されることを特徴とす
る。
【００７８】
　この時、他の付加的な様相による前記マスターイメージセンサー手段は、マスターイメ
ージセンサーによって出力されるイメージデータを受信装置へ出力させるマスターイメー
ジデータ送信部を更に含んで構成されることを特徴とする。
【００７９】
　この時、前記スレーブイメージセンサー手段は、２個のレンズの中で他の一つにより撮
影されたイメージをエンコードして信号出力するスレーブイメージセンサーと、
【００８０】
　マスターイメージセンサー手段の制御によってスレーブイメージセンサーとスレーブ通
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信部の動作を制御するためのスレーブ制御部とを含んで構成されることを特徴とする。
【００８１】
　この時、付加的な様相による前記スレーブイメージセンサー手段は、２個のレンズの中
で他の一つにより撮影されたイメージをエンコードして信号出力するスレーブイメージセ
ンサーと、
【００８２】
　マスターイメージセンサー手段の制御によってスレーブイメージセンサーとスレーブ通
信部の動作を制御するためのスレーブ制御部と、
【００８３】
　マスター通信部と通信するためのスレーブ通信部とを含んで構成されることを特徴とす
る。
【００８４】
　この時、他の付加的な様相による前記スレーブイメージセンサー手段は、スレーブイメ
ージセンサーによって出力されるイメージデータを受信装置へ出力させるスレーブイメー
ジデータ送信部を更に含んで構成されることを特徴とする。
【００８５】
　この時、前記動作選択手段は、マスターイメージセンサー手段及びスレーブイメージセ
ンサー手段の中でいずれか一つで動作するように設定するための手段動作選択部と、
【００８６】
　前記マスターイメージセンサー手段及びスレーブイメージセンサー手段の中でいずれか
一つだけ動作するように設定するか、または、同時に動作するように設定するためのモー
ド動作選択部とを含んで構成されることを特徴とする。
【００８７】
　以下に、本発明によるデュアルモード動作が可能なカプセル内視鏡用イメージセンサー
の実施例を通じて詳しく説明する。
【００８８】
　図１は、本発明の一実施例によるデュアルモード動作が可能なカプセル内視鏡用イメー
ジセンサーのブロック図である。
【００８９】
　図１に示したように、本発明であるデュアルモード動作が可能なカプセル内視鏡用イメ
ージセンサーは、
【００９０】
　人間を含む動物の身体内部を撮影するために構成される２個のレンズ;を含んで構成さ
れるカプセル内視鏡用イメージセンサーにおいて、
【００９１】
　マスターイメージセンサー手段と繋がれ、クロックを発生させるクロック発生部３００
と; 
【００９２】
　前記２個のレンズの中でいずれか一つにより撮影されたイメージをエンコードして信号
出力するマスターイメージセンサー１１０と、
【００９３】
　前記マスターイメージセンサーとスレーブイメージセンサー間のフレーム同期とスレー
ブイメージセンサー手段の動作を制御するためのマスター制御部と、
【００９４】
　スレーブ通信部と通信するためのマスター通信部１３０とを含んで構成されるマスター
イメージセンサー手段１００と;
【００９５】
　前記２個のレンズの中で他の一つにより撮影されたイメージをエンコードして信号出力
するスレーブイメージセンサー２１０と、
【００９６】
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　前記マスター制御部の制御によってスレーブイメージセンサーとスレーブ通信部の動作
を制御するためのスレーブ制御部２２０と、
【００９７】
　マスター通信部と通信するためのスレーブ通信部２３０を含んで構成されるスレーブイ
メージセンサー手段２００と;
【００９８】
　マスターイメージセンサー手段とスレーブイメージセンサー手段の中で少なくともいず
れか一つ以上により動作するように設定するための動作選択手段と(非図示);を含んで構
成されることを特徴とする。
【００９９】
　この時、前記動作選択手段は、
【０１００】
　マスターイメージセンサー手段及びスレーブイメージセンサー手段の中でいずれか一つ
で動作するように設定するための手段動作選択部４００と、
【０１０１】
　前記マスターイメージセンサー手段及びスレーブイメージセンサー手段の中でいずれか
一つだけ動作するように設定するか、または、同時に動作するように設定するためのモー
ド動作選択部５００とを含んで構成されることを特徴とする。
【０１０２】
　図１に示したSCLは、Serial Clockの略字であり、SDAはSerial Dataの略字であり、TX
は、modulated Serial Outputとして、カプセルから送信される信号を意味する。
【０１０３】
　すなわち、前記TXは、マスターイメージセンサーとスレーブイメージセンサーによって
出力されるイメージデータを受信装置へ出力させるイメージデータ送信手段を意味するこ
とであり、マスターイメージセンサーにはマスターイメージデータ送信部(非図示)が、ス
レーブイメージセンサーにはスレーブイメージデータ送信部(非図示)が構成されるように
なる。
【０１０４】
　一般的な人または動物の身体内部、例えば、消化機関に位置されることができるカプセ
ル型内視鏡は、映像情報または各種情報(例えば、内部の映像、PH、温度または電気的イ
ンピーダンスなど)を収集して身体を通じて前記身体表面に位した外部の受信装置へ送る
。
【０１０５】
　このために一般的なカプセル型内視鏡は、少なくとも一つ以上のレンズと、前記レンズ
によって獲得されるイメージをイメージセンサーによって獲得して獲得されたイメージデ
ータを外部の受信装置から受けて信号処理装置を通じて出力する構成を持っている。
【０１０６】
　この時、カプセル型内視鏡は、前記身体の内部でどこに位するかによって、すなわち、
食道、胃、小腸、そして大腸の中でどこに位するかによって、撮影速度を自ら調節するか
、あるいは信号処理装置の制御信号によって撮影速度を調節することができる。
【０１０７】
　これは、食道のように前記カプセル型内視鏡１００が速く移動する所では高速で撮影を
すると、逃す部分(missing parts)がなしに映像情報を獲得することができる一方、小腸
のようにゆっくり移動する所では、多くの動きがないから、ゆっくり撮影するのが有利だ
からである。
【０１０８】
　それでは、前記受信装置は、前記受信した情報を前記信号処理装置へ伝達する。
【０１０９】
　この時、前記受信装置は前記信号を一定の時間保存することができる。
【０１１０】
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　すなわち、受信装置は、人間の身体または動物の身体に附着して、前記カプセル型内視
鏡から受信される信号を一定の時間間保存することができる。
【０１１１】
　これによって、前記人間または動物は病院に行かなくても、何時間の間自分の活動を普
段のようにしながらも内視鏡検事及び内分泌物の検事ができる。
【０１１２】
　前記手段動作選択部４００は、マスターイメージセンサー手段及びスレーブイメージセ
ンサー手段の中でいずれか一つで動作するように設定するための機能を担当するようにな
る。
【０１１３】
　このために手段動作選択部によってマスターイメージセンサー手段に設定される場合に
は、グラウンド(GND)と繋がれ、スレーブイメージセンサー手段に設定される場合には、
ブイデ－デ－(VDD)に繋がれてイメージセンサー手段の動作モードを設定することができ
る。
【０１１４】
　前記クロックを発生させるクロック発生部３００は、マスターイメージセンサー手段と
繋がれるが、スレーブイメージセンサー手段は、図１に示したように、マスターイメージ
センサー手段から発生されたクロックを受けるか、または、マスターイメージセンサー手
段と共有してクロックを受けることを特徴とする。
【０１１５】
　本発明で説明している制御信号は、マスターイメージセンサー手段とスレーブイメージ
センサー手段間のフレーム同期とスレーブイメージセンサー手段の動作制御のための信号
である。
【０１１６】
　前記制御信号は一般的に、入出力(I/O)可能なピンによって遂行され、この時、前記マ
スターイメージセンサー手段では出力(Output)になり、スレーブイメージセンサー手段で
は入力(Input)になる。
【０１１７】
　図１に示したSCL/SDA/TXラインは、マスターイメージセンサー手段とスレーブイメージ
センサー手段との間に共有されることができるし、イメージセンサー手段たちの出力であ
るTXラインが共有される場合には、マスターイメージセンサー手段とスレーブイメージセ
ンサー手段から相互にイメージが出力されなければならないので、適切な時間分割方式が
必要である。
【０１１８】
　もし、モード動作選択部５００でシングルモード(Single　Mode)に設定されば、マスタ
ーイメージセンサー手段のクロック(clock)出力は、low(０)状態を維持するようになって
スレーブイメージセンサー手段のディジタルブロックの電力は消耗しない。
【０１１９】
　前記制御信号出力もlow(０)状態を維持するようになってスレーブイメージセンサー手
段内のすべてのアナログ回路をシャットダウン(shut down)させてスレーブイメージセン
サー手段では電力が消耗しなくなる。
【０１２０】
　本発明の他の一実施例によるデュアルモード動作が可能なカプセル内視鏡用イメージセ
ンサーは、イメージセンサーの詳細動作を設定するための情報を保存するメモリー部;を
更に含んで構成されることを特徴とする。
【０１２１】
　すなわち、デュアルモード動作によるイメージセンサー手段たちの多様なレジスター情
報設定は、イメージセンサー手段たちのパッド(PAD)または付加的に繋がれるメモリー部
にプログラミングすることによって、詳細的な動作制御が可能である。
【０１２２】
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　外部制御によってカプセル内視鏡の動作の中にオプション変更の必要な部分はPADを利
用してオプションを設定し、そうではない部分はメモリー部にオプション情報を保存して
イメージセンサー手段が初期起動時にレジスターファイル(Register File) ブロックで読
んで初期セッティング(setting)を遂行するようになる。
【０１２３】
　前記メモリー部に保存されるレジスター情報は、デバイスID、イメージ大きさ、動作速
度、動作電流、LEDの明るさなどになることができる。
【０１２４】
　前記マスターイメージセンサー手段は、制御信号(clock信号を含み)だけでスレーブイ
メージセンサー手段の動作を制御するのはもちろん電力消耗を最小化することができるか
ら、等しいイメージセンサー２個を利用して簡単なオプション設定でシングルモードとデ
ュアルモード(Master & Slave Operation) 動作及び低電力動作メカニズムを果たすこと
ができる。
【０１２５】
　前記の意味は、オプション選択によってマスターイメージセンサー手段で動作し、スレ
ーブイメージセンサー手段でも動作するように製作されたイメージセンサー手段を意味し
、違うように表現すれば、等しく設計及び製作されたイメージセンサー手段すなわち、等
しい製品２個を利用してデュアルモードで動作するということを言う。
【０１２６】
　図２は、本発明の一実施例によるデュアルモード動作が可能なカプセル内視鏡用イメー
ジセンサーのデュアルモード動作例を現わした例示図である。
【０１２７】
　マスターイメージセンサー手段とスレーブイメージセンサー手段が連係動作するデュア
ルモード動作は、マスターフレームとスレーブフレームがインターリーブ(interleave)方
式で交替しながら動作する。
【０１２８】
　例えば、マスターイメージセンサー手段とスレーブイメージセンサー手段それぞれの動
作が１０fpsなら、total frame rateは ２０fpsになる。
【０１２９】
　マスターまたはスレーブイメージセンサー手段は、他の一方のイメージセンサー手段が
動作する場合、power-down mode(または power-save mode だと表現する) 状態になって
電力の消耗を最小化する。
【０１３０】
　前記スレーブイメージセンサー手段がpower-save　mode状態になる場合には、マスター
イメージセンサー手段の制御信号とclock信号の出力が皆low(０)になってスレーブイメー
ジセンサー手段の内部ブロックは電力消耗が発生しない。
【０１３１】
　しかしながら、マスターイメージセンサー手段がpower-save　mode状態になる場合には
、マスターイメージセンサー手段のアナログブロックはdisableになり、ディジタルブロ
ックもマスター制御部を除いたすべての信号がdisableになる。
【０１３２】
　前記マスターイメージセンサー手段がpower-save　modeである場合には、マスター制御
部だけが動作してマスター制御部の電力消費がほとんど発生しなくなり、スレーブイメー
ジセンサー手段がpower-save　modeである場合には、マスターイメージセンサーだけの電
力が消費し、スレーブイメージセンサー手段は消費する電力がなくなる。
【０１３３】
　そのため、２個のイメージセンサー手段がデュアルモードで動作するが、同時に消費す
る電力が最小化されるので、カプセルの動作時間を進めることができるようになる(イメ
ージセンサーを１個だけ使った場合と消耗電流が類似している)。
【０１３４】
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　マスターイメージセンサー手段とスレーブイメージセンサー手段はフレーム内にそれぞ
れpower-save mode動作をし、power-save mode状態は交替しながら発生するようにするこ
とによって、電力消費が発生する有效な(active)区間も交替しながら発生するようにして
、同時に多い電力が消費しないように制御することができるようになる。
【０１３５】
　参照的に、カプセル内視鏡に採用される酸化銀バッテリー(Silver-Oxide　Battery)は
瞬間消耗電力が大きい場合にはバッテリー特性によって急激に動作時間が減る。
【０１３６】
　具体的に説明すれば、電池用量が７０mAhの場合、消耗電流が０.１mAである時には、７
００時間動作するが、消耗電流が１０mAとして、１００倍増加すれば、動作時間は１００
倍減って、７時間になり、数分から数十分まで急激に減る特徴がある。
【０１３７】
　このような理由はカプセルに採用されるバッテリーは非常に小型であり、人体に無害な
酸化銀バッテリーを使うからであり、また基本的な消耗電流(Nominal Discharge Current
)が非常に小さいからである。
【０１３８】
　図３は、本発明の一実施例によるデュアルモード動作が可能なカプセル内視鏡用イメー
ジセンサーの動作流れ図である。
【０１３９】
　図３に示したように、Serial output形態のイメージセンサーの場合には、２個のイメ
ージセンサーの出力を共有するか、または、マスターイメージセンサーでスレーブイメー
ジセンサーの出力を受けて同期信号に合わせて出力ができる。
【０１４０】
　図３は出力信号を共有した場合の例示であり、マスターイメージセンサーの出力とスレ
ーブイメージセンサーの出力が重ならないようにタイミングを意図的に調整した場合(時
分割多重化方式 : time-division multiplexing)である。
【０１４１】
　出力が発生しないイメージセンサーのTX PADは、ハイインピーダンス(high impedance)
状態になって、TX data streamが正義されないように(有效しないように)する。
【０１４２】
　図４は、本発明の一実施例によるデュアルモード動作が可能なカプセル内視鏡用イメー
ジセンサーのメモリー部を利用したプログラミングの例を現わした例示図である。
【０１４３】
　このためにメモリー部にはデバイス(センサー)アイディー、イメージ大きさ、動作速度
、動作電流、発光ダイオード明るさ情報を保存するだけでなく、各ステップ別スリープモ
ード、シングル/デュアルモード、フレームレート、タイマーデュレーション情報を保存
しているようになる。
【０１４４】
　また、他の付加的な様相によってメモリー部に保存されたタイマーデュレーションに合
わせて動作するようにタイマー部(非図示)を更に含んで構成して時間経過をカウントする
ようになる。
【０１４５】
　図４に示した各ステップたちに対してその意味を具体的に説明すれば、次の通りである
。
【０１４６】
　B０は、カプセルをのむ前に動作有無を確認(テスト)するためのステップとして、２個
のイメージセンサー(マスターイメージセンサー及びスレーブイメージセンサー)がそれぞ
れ ２.５fpsとして５分間動作するようになる。
【０１４７】
　b１は、カプセルをのんだ後、食道で高速撮影するためのステップとして、２個のイメ
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ージセンサー(マスターイメージセンサー及びスレーブイメージセンサー)がそれぞれ１０
fpsとして２０分間動作するようになる。
【０１４８】
　b２は、動きがほとんどない胃腸で撮影するためのステップとして、Sleep Modeが１時
間動作(Power Saving)するようになる。
【０１４９】
　b３は、狭くてゆっくり動く小腸で撮影するためのステップとして、１個のイメージセ
ンサー(マスターイメージセンサーあるいはスレーブイメージセンサー)が３fpsとして４
時間動作するようになる。
【０１５０】
　b４は、臓器のしわが多くて広い大腸で撮影するためのステップとして、２個のイメー
ジセンサー(マスターイメージセンサー及びスレーブイメージセンサーがそれぞれ５fpsと
して７時間動作するようになる。
【０１５１】
　b５は、カプセルの未排出確認のための準備区間のためのステップとして、Sleep Mode
が１０時間動作(Power Saving)するようになる。
【０１５２】
　b６は、プセルの排出状態を確認するためのステップとして、２個のイメージセンサー(
マスターイメージセンサー及びスレーブイメージセンサー)がそれぞれ１fpsとして２時間
動作するようになり、これはカプセルが刺さることを解消するための目的である。
【０１５３】
　前記カプセル内視鏡用イメージセンサーは、プログラミング可能なメモリー部を採用し
てデュアルモード動作時にそれぞれのイメージセンサーにオプション設定が便利になり、
外部PADの数を最小化してカプセル製作の便宜をはかることができるより良い效果を提供
することができる。
【０１５４】
　また、付加的にタイマー動作機能のためにプログラミング可能なメモリー部に各ステッ
プ(Step)別にSleep Mode、Single/Dual Mode、Frame Rate、Timer Durationなどの情報を
プログラミング(設定)することによって、消化器官の部位または目的(テストあるいは確
認)に当たるようにカプセル内視鏡の撮影速度及び動作を制御することができる。
【０１５５】
　具体的に、その進行段階を説明すれば、カプセルを経口投入する前に動作可否確認のた
めのStep０(B０)、カプセルをのんだ後、食道で高速撮影のための Step１(b１)、動きが
ほとんどない胃腸でカプセルの電力浪費を減らすための Step２(b２)、消化器官が狭くて
動きが遅い小腸撮影のためのStep３(b３)、大腸のしわ観察と急激に移動する場合の撮影
のためのStep４(b４)、カプセルの排出状態をチェックするために睡眠状態を維持するSte
p５(b５)、カプセルの排出を確認すると、カプセルが刺さることを解消するためにカプセ
ルの状態を確認するためのStep６(b６)など該当のStepの動作時間を使用者設定によって
自動に変更されて動作させる。
【０１５６】
　図５は、本発明の一実施例によるデュアルモード動作が可能なカプセル内視鏡用イメー
ジセンサーのデュアルモード動作イメージセンサーの概略的な出力データ構造を現わした
例示図である。
【０１５７】
　図５に示したように、イメージデータ送信部はイメージフレームデータの前に情報デー
タ(Information Data)ラインを追加してマスターイメージセンサーとスレーブイメージセ
ンサーの出力を分類することを特徴としているし、前記情報データ(Information Data)ラ
インにはデバイスアイディー(Device(Sensor)ID)、フレームカウンター(Frame Counter)
、フレームレート(Frame Rate)、発光ダイオードオンタイム(LED on time)の情報が含ま
れることを特徴とする。
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【０１５８】
　前記発光ダイオードは、イメージセンサーがイメージ撮影の時イメージを鮮かに撮影す
るように一般的にカプセルに設置構成される発光ダイオードを意味する。
【０１５９】
　具体的に説明すると、イメージセンサーの出力はイメージデータの前にInformation Da
taラインを追加してマスターイメージセンサー及びスレーブイメージセンサーの出力を分
類する。
【０１６０】
　フレーデータに加えられるInformation　Dataラインには、Device(Sensor)ID、Frame C
ounter、Frame　Rate、LED on timeなどの情報が含まれることができるし、カプセル内視
鏡の外部受信装置(非図示)では受信されたフレームデータの中でInformation　Dataライ
ンを検索して受信されたフレームがマスターイメージセンサーの出力なのか、スレーブイ
メージセンサーの出力なのかを区分することができるようになる。
【０１６１】
　なぜなら、雑音(noise)が多くの場合に特定フレームデータを修復することができなく
て消失するから、フレームが順に受信されないこともあるので、Information Dataライン
を追加することであり、これを通じて特定フレームデータを修復することができなくて消
失する問題点を解決することができるより良い效果を提供することができるようになる。
【０１６２】
　前記のような構成及び動作を通じて両方向撮影カプセル内視鏡のために２個のイメージ
センサーを内部回路の動作を交替で遮断することによって、低電力で連係動作することが
できて、カプセル内視鏡が本来意図した目標臓器の撮影を完了することができる效果を提
供するようになる。
【０１６３】
　また、２個のイメージセンサーが連係動作及び制御する信号を最小限にして等しく設計
及び製作されたイメージセンサーの動作をプログラミング可能になるようにすることによ
って、マスターとスレーブ動作設定はもちろん特定時間の間にイメージセンサーの動作速
度を変更することができるようになって、シングルモードとデュアルモード動作及び低電
力動作メカニズムを提供することができるようになる。
【０１６４】
　さらに、２個のイメージセンサーの動作をプログラミング可能になるようにして特定時
間の間に１個のイメージセンサーのみを動作(single mode)するか、２個のイメージセン
サー皆電力供給を遮断するスリープモード(sleep mode)手段を含むタイマー動作機能を提
供することによって、遠隔地のカプセル制御機なしに目的によって決まった時間によって
撮影速度及び動作を制御することができるようになる。
【０１６５】
　なお、本発明は実施例によって限定されず、本発明の趣旨から逸脱しない範囲で、従来
技術を援用して適宜設計変更可能である。
【産業上の利用可能性】
【０１６６】
　本発明によると、両方向撮影カプセル内視鏡のために２個のイメージセンサーの内部回
路の動作を交替で遮断することによって、低電力で連係動作するデュアルモード用イメー
ジセンサーを提供することができるので、内視鏡分野で有用である。
【符号の説明】
【０１６７】
　１００　マスターイメージセンサー手段（ｍａｓｔｅｒ　ｉｍａｇｅ　ｓｅｎｓｏｒ　
ｄｅｖｉｃｅ）
　１１０　マスターイメージセンサー（ｍａｓｔｅｒ　ｉｍａｇｅ　ｓｅｎｓｏｒ　）
　１２０　マスター制御部
　１３０　マスター通信部
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　２００　スレーブイメージセンサー手段（ｓｌａｖｅ　ｉｍａｇｅ　ｓｅｎｓｏｒ　ｄ
ｅｖｉｃｅ）
　２１０　スレーブイメージセンサー
　２２０　スレーブ制御部
　２３０　スレーブ通信部
　３００　クロック発生部
　４００　手段動作選択部
　５００　モード動作選択部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】
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